
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 全２０議案のうち ２議案に反対  
党議員団は、物価、原油高で苦しむ市民目線で議案を審議しました。 

党議員団の議案・条例の審査基準 

１． 市民生活への負担が増加する事業内容になっていないか。 

２． 開発や大型事業優先で福祉、教育等が後回しになっていないか。 

３． 地場産業や地元の中小企業、商店が活気づく事業になっているか。 

４． 環境破壊や地域の環境に負荷を与える計画になっていないか。 

５． 市民の権利が保障され、拡充される条例等になっているか。 

 令和５年度６月定例会が７月３日に閉会しました。令和５年度一般会計補正予算(第２号)をはじめ

全２０議案を審議し可決しました。新型コロナウイルス感染症が５月から第５類に移行し、インフルエ
ンザと同じ扱いとなりましたが、第９波の流行も心配されます。物価、原油高騰も続いており、党議

員団は、このような時だからこそ、税金の使い方を「市民生活最優先に切り換えるべき」との立場か

ら、市民目線で論戦しました。 

反対した議案についての主な理由  

第３７号議案は、３月定例会ではゼロベースで見直すとして

一旦ストップした「赤れんが周辺等まちづくり事業費」５億１１９１

万円が組み込まれた補正予算(第３号)となりました。党議員団

は、従前から市民生活を優先すべきとして、観光中心の大型

事業には反対してきました。長引く物価・原油高の中でもあり、

税金のつかい方を市民生活優先に切り換えるべきとして反対し

ました。「子育て支援医療助成」は、府下で最も遅れている事
業です。最速で令和６年１月の事業開始とされましたが、９月

からの本格実施はできたはずです。更なる拡充を求めます。 

第３８号議案は、「復興特別住民税」が看板を架け替えて

「森林環境税」として市民一人千円徴収するものです。CO2 排

出企業に応分の負担を求め、国の林業予算の拡充こそ必要

で、市民負担が続くことになるので条例改正に反対しました。 

＜令和５年度６月定例会＞             長引く物価高騰、原油高の中で、 

税金の使い方を 市民生活最優先に切り換えるべき！ 

＜反対した ２議案＞ 
◆第 37号議案「令和５年度舞鶴市一般会計補正予算(第 3号)」 

◆第 38号議案「舞鶴市市税条例等の一部を 

改正する条例制定について」 
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小西、伊田、小杉議員 

副市長人事に賛成しましたが、反対多数で否決 

 副市長不在の状況が続いています。7月3日の本会議最終日に市長か

ら副市長の提案がありました。地方自治法第161条、162条、市の副

市長定数条例に照らしても違反する内容は認められませんでした。本市

は、ウイズコロナの時代を迎え、様々な課題を抱えています。このよう

な状況から考えても、副市長不在の状況が続くことは、市民的にも社会

的にも望ましい状況ではないと考えます。早急に市の体制を整えて市政

課題に向き合う必要があると考えて、副市長の提案に同意しました。 

 しかし、賛成8名、反対16名の賛成少数で、副市長の提案は否決さ

れました。今後も副市長不在の状況が続くことになります。 

市長、教育長の給与カットは賛成！ 

３月議会から継続審議となっていた市長の給与 3 割カットと退

職金ゼロ、教育長の給与 1 割カットの議案については、党議員団

は両方とも賛成しました。現市長、教育長の任期中に限った自主減

額であり、反対する理由がありません。物価高騰の中で市民の理解

も得られると考えます。 7月3日の本会議では、 

市長給与の 3割カット・退職金ゼロ条例改正案は 

全会一致で可決されましたが、教育長の給与 1割 

カットの議案は、賛成少数で否決となりました。。 

＊
６
月
２
日
に
可
決
さ
れ
た
（
補
正
第
２
号
） 

⚫

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費 

 
 

 

３
億
８
６
３
０
万
円 

 

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に 

世
帯
あ
た
り
３
万
円
支
給 

 

⚫

ま
い
づ
る
小
売
サ
ー
ビ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム 

商
品
券
２
０
２
３
発
行
事
業
費 

 

５
４
３
２
万
円 

・
１
３
０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を 

１
万
円
で
１
万
５
千
セ
ッ
ト
販
売 

 
 

・
市
内
の
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
店(

飲
食
店
除
く) 

 〈
第 

３ 

号
補
正
予
算
の
主
な
内
容
〉 

⚫

市
民
と
の
対
話
集
会
開
催
事
業
費 

 
 

２
０
万
円 

⚫

新
婚
世
帯
支
援
事
業
費 

 
 

  

９
４
０
万
円 

⚫

新
た
な
自
治
会
支
援
に
係
る
取
組 

３
９
０
万
円 

⚫

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
周
辺
整
備 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
億
１
１
９
１
万
円 

⚫

髙
浜
町
と
連
携
し
た
取
組 

 
  

１
７
０
万
円 

⚫

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
対
策
事
業
給
付
金 

 

（
入
院
・
入
所
２
０
万
円
、
通
所
・
訪
問
１
０
万
円
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
５
６
８
万
円 

⚫

子
育
て
支
援
医
療
助
成
費 

   

３
６
６
万
円 

⚫

私
立
認
定
こ
ど
も
園
移
行
改
修
費
支
援
事
業
費 

補
助
金
（
聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
、
舞
鶴
聖
母
幼
稚
園
） 

  

９
３
９
７
．
７
万
円 

⚫

保
育
所
等
の
衛
生
環
境
充
実  

６
３
４
万
円 

⚫

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

６
３
０
０
万
円 

⚫

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費 

１
億
５
３
４
０
万
円 

⚫

事
業
者
電
力
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
給
付
金 

 

８
６
６
７
万
円 

⚫

消
防
施
設
整
備
事
業
費 

 
 

１
億
２
５
０
０
万
円 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊
田 

京
都
府
は
、
子
育
て

支
援
医
療
費
助
成
を
９
月
診

療
分
か
ら
拡
充
す
る
。
そ
れ

に
伴
い
多
く
の
府
内
自
治
体

で
は
９
月
診
療
分
か
ら
拡
充

す
る
。
本
市
は
来
年
１
月
か

ら
。
な
ぜ
、
他
の
自
治
体
の

よ
う
に
９
月
診
療
分
か
ら
拡

充
で
き
な
い
の
か
。
京
丹
後

市
で
は
、
市
内
出
身
者
の
大

学
生
ま
で
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
図
る
と
聞
い
て
い
る
。 

本
市
も
高
校
卒
業
ま
で
の
助

成
を
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
す
べ
き
。
い
か
が
か
。 

 
 

【
答
弁
】  

シ
ス
テ
ム
改
修
に

時
間
を
要
す
る
。
高
校
生
ま

で
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
拡
充
の
準
備
を
進
め
る
中

で
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。 

小
西 

現
在
、
国
と
京
都
府

が
、
各
市
町
の
水
道
事
業
の

広
域
化
や
施
設
統
合
を
急
速

に
推
し
進
め
て
い
る
こ
と
に

は
、
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

本
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た

「
京
都
府
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
〈
京
都
府
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
〉

に
示
さ
れ
た
水
道
事
業
の
広

域
化
に
つ
い
て
、
本
市
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
方
針
か
、
基

本
的
な
見
解
を
問
う
。  
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老
朽
原
発
の
「
再
稼
働
中
止
、
廃
炉
」
の
申
し
入
れ
を
！ 

小
西 

洋
一
議
員•

一
般
質
問 

小
西 

全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
「教
員
不
足
」に

つ
い
て
、
昨
年
の
新
学
期

に
、
担
任
の
先
生
が
不
足

し
て
い
る
実
態
を
お
聞
き

し
た
。
市
教
委
は
、
４
月
の

時
点
で
２
名
が
不
足
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
解
消
さ
れ

た
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
今

年
度
も
同
じ
よ
う
な
課
題

が
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
ど

う
対
応
し
た
の
か
聞
く
。 

【答
弁
】 

こ
れ
ま
で
か
ら
京

都
府
北
部
５
市
２
町
に
お

い
て
様
々
な
協
議
を
重

ね
、
窓
口
業
務
を
宮
津
市

と
共
同
で
発
注
す
る
等
、

広
域
連
携
を
推
進
し
て
い

る
。
今
後
も
連
携
で
き
る

市
町
か
ら
順
次
取
り
組

み
、
施
設
の
共
同
利
用
や

更
な
る
広
域
化
の
検
討

を
、
京
都
府
を
中
心
に
長

期
的
に
協
議
し
て
い
く
。 

伊
田 

新
市
長
は
、
第
７
次

総
合
計
画
後
期
実
行
計
画
に

「性
別
や
国
籍
、
障
害
の
有
無

な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
自
分

ら
し
く
輝
け
る
社
会
づ
く
り

の
た
め
、
性
の
あ
り
方
を
は

じ
め
多
様
性
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
広
げ
る
取
組
を
推

進
す
る
」と
追
加
さ
れ
た
。
こ

の
間
の
答
弁
か
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
も
視

野
に
入
れ
た
取
組
と
理
解
す

る
が
、
早
期
創
設
を
求
め
る

が
い
か
が
か
。 

【
答
弁
】 

こ
れ
ま
で
自
治
体

政
策
が
け
ん
引
し
て
き
た
「パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」等
、

多
様
性
を
認
め
合
う
た
め
の

よ
り
良
い
手
段
の
検
討
を
す

す
め
て
い
く
。 

 

小
杉 

万
願
寺
甘
と
う
農
家

は
「ハ
ウ
ス
を
壊
し
て
水
張
り

が
必
要
と
聞
い
た
。
い
っ
た
い

ど
う
な
る
の
か
」「小
豆
を
作

っ
て
い
る
が
、
条
件
の
悪
い
と

こ
ろ
は
持
ち
主
に
返
す
し
か

な
い
。
耕
作
放
棄
地
が
増
え

る
だ
け
」と
農
家
の
声
を
聞

く
。
水
田
活
用
交
付
金
で
２

０
２
７
年
ま
で
に
「一
度
も
コ

メ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い

な
い
農
地
は
交
付
金
の
対
象

水
田
と
し
な
い
」と
、
交
付
金

を
引
き
は
が
す
と
い
う
改
悪

だ
。
交
付
金
か
ら
外
れ
た
田

は
補
助
金
の
無
い
農
地
と
な

り
、
耕
作
放
棄
地
が
膨
大
に

発
生
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
現
状
認
識
と
対

策
は
ど
う
か
。 

【答
弁
】 

現
行
の
ル
ー
ル
の
厳

格
化
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
畑
作
物
の
本
格
栽

培
に
取
り
組
む
生
産
者
に
対

し
、
畑
地
化
促
進
事
業
の
活

用
を
促
す
等
、
対
応
を
検
討

す
る
。 

     

健
康
保
険
証
の
廃
止
は
中
止
す
べ
き
！ 

安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
確
保
は
く
ら
し
の
必
須
条
件 

小
杉 

悦
子
議
員•

一
般
質
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

伊
田 

５
月
１
３
日
「み
ん
な

で
考
え
る
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
開
催
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「分
館
が
ど
う
な

る
の
か
気
に
な
る
」「東
図
書

館
の
分
館
の
ス
ケ
ー
ル
が
具

体
的
で
な
く
不
安
」「東
西
図

書
館
を
残
し
て
ほ
し
い
」な

ど
、
分
館
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。
「建

設
あ
り
き
」で
な
く
、
市
民

合
意
で
市
民
が
納
得
す
る
図

書
館
整
備
が
重
要
。
図
書
館

基
本
計
画
で
は
「住
民
参
加

型
の
市
政
の
観
点
に
沿
っ
た
プ

ロ
セ
ス
が
重
要
」「市
民
に
し
っ

か
り
図
書
館
を
支
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
今
後
、
市
民
を
置
き
去

り
に
せ
ず
進
め
る
べ
き
い
か

が
か
。 

   

【
答
弁
】 

。 

       

小
杉 

国
は
、
２
０
１
９
年
９

月
、
公
立
病
院
と
公
的
病
院

の
２
５
％
に
あ
た
る
、
全
国
で

４
２
４
の
病
院
に
つ
い
て
「再

編
・統
合
に
つ
い
て
特
に
議
論

す
る
必
要
」と
ま
と
め
た
。
中

丹
医
療
圏
は
、
舞
鶴
赤
十
字

病
院
と
、
市
立
福
知
山
市
民

病
院
大
江
分
院
が
対
象
に
な

っ
て
い
る
。
大
江
分
院
で
は
病

床
の
削
減
が
行
わ
れ
た
。
舞

鶴
赤
十
字
病
院
の
再
編
・統

合
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。 

【答
弁
】 

昨
年
３
月
、
中
丹
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お

い
て
、
舞
鶴
赤
十
字
病
院
は

「地
域
に
必
要
な
医
療
機
関
」

と
し
て
了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

京
都
府
か
ら
国
へこ
の
内
容
は

報
告
さ
れ
て
い
る
。
再
編
・統

合
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

小
杉 

「舞
鶴
市
老
人
ク
ラ

ブ
等
活
動
事
業
費
補
助
金
要

綱
」
は
、
２
０
１
９
年
に
改
正

さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す

る
補
助
金
が
半
減
し
た
。
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会(

市
老
連)

に
加
入
し
て
い
な
い
と
補
助

の
対
象
外
に
な
る
要
綱
の
変

更
は
、
老
人
福
祉
法
の
本
旨

か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な

い
か
。
市
の
認
識
を
問
う
。 

【答
弁
】 

地
方
自
治
体
は
老

人
福
祉
を
増
進
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
そ
の
他
該
当
事
業
を
行

う
者
に
対
し
て
、
適
当
な
援

助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
連
合
会
加

入
の
ク
ラ
ブ
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
市
が
連
合
会
加

入
、
未
加
入
に
関
わ
ら
ず
補

助
金
を
交
付
し
て
い
た
こ
と

が
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
と

ら
え
、
脱
会
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
、
令
和
５
年
度

か
ら
変
更
し
た
も
の
。 

小
杉 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
誤
交
付
・誤
登
録
は
、
制
度

の
土
台
を
揺
る
が
す
ト
ラ
ブ

ル
。
「誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

と
言
う
が
、
高
齢
者
や
障
碍

者
な
ど
、
最
も
弱
い
立
場
に
あ

る
人
々
を
取
り
残
す
も
の
。
現

行
の
紙
の
保
険
証
の
廃
止
で
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
ひ
も
付
け
と

な
れ
ば
、
カ
ー
ド
取
得
が
事
実

上
強
制
と
な
る
。
来
年
秋
の
紙

の
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
中
止

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
受

け
止
め
は
ど
う
か
。 

【答
弁
】 

今
回
発
生
し
て
い
る

一
連
の
事
案
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
への
安
全
性
や
信
頼
性
が
損

な
わ
れ
か
ね
な
い
問
題
で
誠
に

遺
憾
。
社
会
に
お
け
る
抜
本
的

な
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
が
顕

著
化
し
、
国
民
の
利
便
性
向
上

等
の
観
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
極
め
て
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。 

              

【答
弁
】 

        

【
答
弁
】 

様
々
な
立
場
や
幅

広
い
世
代
の
市
民
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
な
ど
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
市
民
と
と
も

に
魅
力
的
な
図
書
館
の
再
編

を
す
す
め
て
い
く
。 

【
答
弁
】 

今
年
度
に
つ
い
て

は
教
員
不
足
の
状
況
は
な

い
が
、
今
後
も
引
き
続
き

京
都
府
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
人
員
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

      

小
西 

２
月
の
市
長
選
挙

で
、
市
長
が
公
約
し
た
「市

内
全
小
中
学
校
の
学
校
給

食
の
無
償
化
」に
つ
い
て
は
、

多
く
の
保
護
者
か
ら
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
、

市
教
委
の
見
解
を
聞
く
。 

【答
弁
】 

制
度
設
計
に
あ
た

り
安
定
的
・持
続
的
に
事
業

を
実
施
す
る
財
源
確
保
や
、

公
会
計
化
への
検
討
、
学
校

現
場
で
の
事
務
処
理
の
変
更

等
、
無
償
化
への
課
題
を
洗

い
出
し
、
整
理
し
て
い
く
。 

  

小
西 

前
市
長
の
１
２
年
間

で
、
様
々
な
公
共
料
金
の

値
上
げ
、
１
２
７
人
の
正
職

員
を
削
減
す
る
等
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ

て
き
た
。
も
う
十
分
に
「身

を
切
る
改
革
」が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
以
上
何

を
切
る
お
考
え
な
の
か
。 

【答
弁
】 

徹
底
し
た
行
政

改
革
の
た
め
に
、
自
ら
の
報

酬
を
カ
ッ
ト
し
範
を
示
し

た
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
若

い
職
員
と
の
意
見
交
換
等

で
改
革
を
準
備
し
て
い
る
。 

  

小
西 

稼
働
か
ら
６
０
年
を

超
え
る
原
発
の
運
転
を
可
能

に
す
る
「脱
炭
素
電
源
法
」が

成
立
。
日
本
で
一
番
古
い
原

発
の
高
浜
原
発
１
，
２
号
機

は
「た
だ
ち
に
再
稼
働
を
中

止
し
廃
炉
に
」と
国
と
関
西

電
力
に
強
く
申
し
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

【答
弁
】 

５
月
１
８
日
の
地

域
協
議
会
で
「安
全
を
最
優

先
」と
す
る
本
市
の
意
見
を

強
く
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
。

中
止
、
廃
炉
を
た
だ
ち
に
申

し
入
れ
る
考
え
は
な
い
。 

小
西 

現
行
の
原
発
の
避

難
計
画
は
、
住
民
の
「被
ば

く
」
を
前
提
と
し
て
お
り

問
題
。
実
効
あ
る
避
難
計

画
へ
の
見
直
し
と
、
「安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
」が

必
要
で
は
な
い
か
。 

【答
弁
】 

住
民
避
難
計
画

に
つ
い
て
は
、
検
証
・見
直
し

を
行
い
、
実
効
性
の
向
上
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
ヨ
ウ

素
剤
の
事
前
配
布
に
つ
い
て

は
、
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
要
で
あ
り
、
現
在
以
上

に
配
布
す
る
考
え
は
な
い
。 

  

 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
早
急
に
！ 

 
 

 
 

 
 

 

伊
田 

悦
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議
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一
般
質
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市
民
み
ん
な
で 

図
書
館
整
備
を 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

制
度
の
創
設
を 

図
書
館
整
備
を 

伊
田 

「平
和
あ
っ
て
の
地
方

自
治
」
、
そ
の
上
で
お
聞
き

す
る
。
①
平
和
首
長
会
議

は
、
核
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る

目
的
で
市
長
も
加
盟
。
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
②

平
和
行
進
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
べ
き
。
③
総
監
部
の
地

下
化
、
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
な

ど
「大
軍
拡
や
め
よ
」を
国

に
言
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

【答
弁
】 

引
き
揚
げ
の
史
実

を
発
信
し
て
い
く
。
②
平
和

の
内
容
で
発
出
を
検
討
す

る
。
③
国
に
お
い
て
「防
衛
力

の
強
化
」
を
議
論
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。 

平
和
あ
っ
て
の
地
方
自
治 

 

影
響
農
家
へ
の
支
援
を 

高
齢
者
が
地
域
で
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
街
に  

 


